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和歌山県の特用林産物は、紀州備長炭やサカキ、シキミ、コウヤマキ等の花木類、シイ
タケ等のキノコ類、イタドリやワサビ等の山菜類など多くの品目が生産されています。

なかでも、全国的に知名度の高い紀州備長炭は、和歌山県の県木であるウバメガシを
主な原木とする産業であり、江戸時代から400年以上続く和歌山県無形文化財です。

また、紀州備長炭は、県内の林業産出額のうち約１８％※を占めています。一方、全国で
は、林業産出額のうち薪炭生産の占める割合は約０.８％ ※ となっており、和歌山県の林
業において紀州備長炭が重要な産業であることがわかります。

紀州備長炭は東京、大阪、名古屋等の飲食店をはじめ、全国からの需要が高い一方で、
その需要に十分に対応できていない状況です。その背景としては、後継者の育成体制の
不足、原木資源の大径化や獣害等による資源減少、品質管理体制の不足などの課題が
あります。

こうした課題解決に向けて、県では、「紀州備長炭生産振興計画」を策定し、関係機関や
団体と連携して、本県の特用林産物の振興を図ります。

※ 農林水産省統計、令和５年林業産出額

２０２６年度（令和８年度）から２０３０年度（令和１２年度）までの５年間とします。

はじめにⅠ

計画期間Ⅱ
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数値目標Ⅲ

現状値

８７１ ｔ生産量

１６５人生産者数

５.３ t /人生産性

目標値（２０３０年度）

９３５ ｔ生産量

１７０人生産者数

５.５ t /人生産性

※ 現状値は、２０２４年（令和６年） 特用林産物生産統計調査による

※ 生産性は、生産者数あたりの生産量とする



１ 生産状況

（１） 全国の生産状況

全国の備長炭（白炭）の生産状況は、【表１】および【図１】のとおりです。代表的な備長炭の生
産地は、和歌山県（紀州備長炭）、高知県（土佐備長炭）、宮崎県（日向備長炭）であり、直近の
令和６年は、3県とも生産量が減少しています。
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令和６年次
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販売額※

（百万円）
窯数
（基）

従事者数
（人）

シェア
（％）

生産量
（ｔ）

土佐備長炭1,689859049.71,311 高知県1

紀州備長炭1,22715816533.0871和歌山県2

日向備長炭25264597.1186宮崎県3

389 4822,637 全国合計

紀州備長炭の生産状況と課題Ⅳ

※チャコールタイムス都燃商相場価格調査R6.3月期 最上位品目で試算

【表１】 都道府県別白炭（備長炭）の生産量（上位３県）

【図１】 都道府県別白炭（備長炭）の生産量推移（上位３県） 4



（２） 和歌山県の生産状況

和歌山県の紀州備長炭の生産量と生産者数の推移は、【図２】のとおりです。生産量は、平成

１５年から、令和６年にかけて、８０４ｔの減少（４８％減）となっています。一方で、従事者数は、H

１５年から令和６年にかけて、２１名の減少（１１％減）となっています。生産者あたりの生産量は、

年々減少傾向にあります。

令和６年次における紀州備長炭の市町村別生産量と生産者数は、【表2】のとおりです。日高川

町、田辺市、みなべ町が生産の中心となっており、全体の約８０％の生産量です。

【図２】 紀州備長炭の生産量と生産者数の推移
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【表２】 紀州備長炭の市町村別生産量と生産者数（令和６年次）
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令和６年次

市町村

令和６年次

市町村

生産者数（人）生産量（ｔ）生産者数（人）生産量（ｔ）

114.0白浜町957456.5日高川町1

110.8新宮市1046141.4田辺市2

210.1由良町1124101.4みなべ町3

29.8古座川町12834.8印南町4

13.5すさみ町13526.8和歌山市5

13.1上富田町14826.0那智勝浦町6

10.9太地町15516.0串本町7

165870.5県全体315.5紀の川市8

紀州備長炭の生産状況と課題Ⅳ



２ 課題と背景

（１） 人材育成について

これまで、新規製炭者は熟練の製炭者の指導のもと、数年以上かけて伝統的な製炭技術を磨

いて、独り立ちしていました。しかし、近年は十分な指導が受けられないまま製炭業に就く新規

製炭者が多く、安全防具などの普及も十分には進んでおらず、山づくりには欠かせない紀州鉈

を持たない者もいます。

また、新規参入の希望者が問い合わせ等するための窓口がないなど、新規製炭者の受け入

れ体制が十分ではない状況です。

未熟な技術で製炭した紀州備長炭が市場に流通した場合、紀州備長炭のブランド価値の低下

が危惧されています。

（２） 原木資源について

原木資源は、搬出しやすいウバメガシ原木林が減少し、奥地にある原木林は大径化していま

す。また、山林所有者によって管理されたウバメガシ資源林も減少しています。大径化した原木

林は、既存の択伐技術では対応できず、循環利用していくための施業方法が明らかとなってい

ない状況にあります。

病害虫の被害としては、２００９年から紀中地域及び紀南地域において、カシノナガキクイムシ

による被害を受けています。ウバメガシは他の樹種に比較して枯れにくく、穿孔後の原木につい

ても、炭の質に影響しません。しかしながら、近年は過去に穿孔を受けたウバメガシ原木は、心

材部分の腐朽が進み、原木として使えない事例がみられます。そのほか、令和６年度には蛾に

よる葉の食害が確認されています。

獣害被害としては、シカによる食害は紀南地域から日高地域にまで拡大しています。択伐施業

を実施することで、残った株の枯死を防ぐ効果は期待できますが、萌芽枝の食害から萌芽更新

が進まないため、ウバメガシ林の喪失が危ぶまれます。
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紀州備長炭の生産状況と課題Ⅳ

【写真１】 カシノナガキクイムシ穿孔によるフラス 【写真２】 蛾によるウバメガシの葉の食害



（３） やまづくり技術について

紀州備長炭は、択伐技術によって、古くから原木林の循環利用が図られてきました。しかし、

過去に択伐施業を十分に実施していない時期が続いたことから、県では２００９年度（平成２１

年度）から択伐技術をはじめとする製炭技術の研修会「やまづくり塾」を開催しています。また、

紀州備長炭原木林の「択伐」技術マニュアル（以下、「択伐マニュアル」という。）を作成し、択

伐技術の普及啓発を行っています。その結果、製炭者に対して、原木林の循環利用について

の理解と、択伐技術をはじめとする「やまづくり」の技術向上は進みました。一方で、研修会に

一度も参加したことのない新規製炭者も存在し、技術普及は十分ではない状況です。

【写真３】 紀州備長炭「やまづくり塾」の開催の様子
8
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択伐技術 択伐技術

簡易搬出技術 簡易搬出技術

炭窯構築技術簡易搬出技術



（４）品質管理と製炭技術について

これまで、紀州備長炭の品質管理は、県内の炭問屋（産地問屋）が担っており、製炭者の多く

が県内の炭問屋に出荷してきました。しかし、近年は、高い需要を背景に、産地問屋への出荷以

外にも様々な出荷形態がみられます。

結果として、これまで産地問屋に炭を出荷することで行われていた、炭の品質管理の機能が薄

れており、品質の悪い炭が市場に流通した場合、紀州備長炭のブランド価値の低下が危惧され

ています。

また、伝統的な製炭技術「はね木」は、窯出し後の熱い炭窯に原木を入れることで、製炭効率

だけでなく、炭の収品率や品質も向上すると言われています。しかし、技術的な難度の高さ等を

背景に、新規製炭者の多くが指導を受けていない状況です。効率の悪い製炭方法をひとつの要

因として、生産者数当たりの製炭量は年々減少しています。
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【図３】 紀州備長炭の現在の産業構造

紀州備長炭の生産状況と課題Ⅳ

【写真４】 伝統的な製炭技術「はね木」
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（３）やまづくり技術について

製炭者や山林所有者等に対して、原木林の循環利用の利点等について普及啓発を行い、

山林の適切な保育管理を促進します。

また、製炭者に対して、やまづくり塾をはじめとする研修会を開催し、択伐マニュアルを活

用した原木林の循環利用技術の普及を継続的に実施します。開催にあたっては、新規製

炭者が参加しやすいように、個々の能力や地域の実態に応じて、きめ細かな研修を実施し

ていきます。

紀州備長炭の具体的な振興方策Ⅴ
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１ 具体的な振興方策

（１）人材育成について

伝統的な製炭技術の継承に向けて、市町村や関係機関と連携して、新規製炭者の受け

入れ体制・育成体制の構築を図ります。

また、生産に必要な設備投資や、普及が十分に進んでいない安全防具等の購入を支援

し、新規参入者の増加につなげます。

（４）品質管理と製炭技術について

紀州備長炭のブランド保護のため、炭の品質管理を徹底するための体制づくりを関係機

関と連携して支援します。また、紀州備長炭の選別講習会等を継続的に開催します。

生産効率及び品質の向上に向けて、「はね木」などをはじめとする伝統的な製炭技術につ

いての研修会を開催し、生産量の増加につなげます。

（２）原木資源について

大径化したウバメガシ原木林を循環利用していくた

め、伐採方法や伐採後の必要な施業を踏まえた施業

方法の確立に向けて、研究機関と連携して取り組み

ます。

また、いままで原木として十分に利用されてこなかっ

たカシ類について、研修会等を通じてカシ類の利用の

普及と製炭技術の向上を目指します。

病虫害の被害軽減に向けて、原木林の適期の伐採

による更新について普及啓発します。また、病虫害や

獣害の被害状況について継続的に巡視し、研究関係

機関と連携して被害の予防や低減に向けて必要な取

り組みを行います。



整理表 （ 紀州備長炭生産振興計画 期間：２０２６年 → ２０３０年 ）Ⅵ
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振興方策（要約）課題と背景振興方策

市町村や関係機関と連携して、

新規製炭者の受け入れ体制・育

成体制の構築を図ります。

また、生産に必要な設備投資

や、普及が十分に進んでいない

安全防具等の購入を支援します。

十分な指導が受けられないまま製炭業に就

く新規製炭者が多く、安全防具などの普及も

十分に進んでいません。

未熟な技術で製炭した紀州備長炭が市場

に流通した場合、紀州備長炭のブランド価値

の低下が危惧されています。

（１）

人材育成

について

大径化したウバメガシ原木林を

循環利用していくための施業方

法の確立に向けて、研究機関と

連携して取り組みます。

また、研修会等を通じてカシ類

の利用の普及と製炭技術の向上

を目指します。

病虫害の被害軽減に向けて、

適期の伐採を普及啓発します。

また、病虫害や獣害の被害状況

について継続的に巡視し、被害

の予防や低減に取り組みます。

搬出しやすい原木林が減少し、奥地にある

原木林は大径化しています。大径化した原木

林は、既存の択伐技術では対応できない状

況です。

病害虫の被害としては、過去に穿孔を受け

たウバメガシ原木は、心材部分の腐朽が進

み、原木として使えない事例がみられます。

獣害被害としては、シカによる食害は紀南

地域から日高地域にまで拡大しています。萌

芽枝の食害から萌芽更新が進まないため、

ウバメガシ林の喪失が危ぶまれます。

（２）

原木資源

について

原木林の循環利用について普

及啓発を行い、山林の適切な保

育管理を促進します。

また、研修会を開催し、択伐マ

ニュアルを活用した原木林の循

環利用技術の普及を継続的に実

施します。

新規製炭者の個々の能力や地

域の実態に応じて、きめ細かな

研修を実施していきます。

県では択伐技術をはじめとする製炭技術

の研修会「やまづくり塾」を開催しています。

また、「択伐マニュアル」を作成し、択伐技術

の普及啓発を行っています。しかし、研修会

に一度も参加したことのない新規製炭者も存

在し、技術普及は十分ではない状況です。

（３）

やまづくり

技術につ

いて

紀州備長炭の品質管理を徹底

するための体制づくりを支援しま

す。また、選別講習会等を継続

的に開催します。

生産効率及び品質の向上に向

けて、「はね木」などをはじめとす

る伝統的な製炭技術についての

研修会を開催し、生産量の増加

につなげます。

県内における炭の品質管理の機能が薄れ

ており、品質の悪い炭が市場に流通した場合、

紀州備長炭のブランド価値の低下が危惧さ

れています。

また、伝統的な製炭技術「はね木」は、製炭

効率だけでなく、炭の収品率や品質も向上す

ると言われています。しかし、技術的な難度

の高さ等を背景に、新規製炭者の多くが指導

を受けていない状況です。

（４）

品質管理と

製炭技術

について


